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を の ば そ う 現在、国民の平均寿命が延びている一方、健康な体で自立した生活を送
ることのできる健康寿命は、平均寿命に比べ男女共に短いというデータが
報告されています（2016年データ／厚生労働省）。健康寿命を延ばすた
め、多くの自治体・企業・団体が行っている様 な々取り組みをご紹介します。  

　みんなが使える健康拠点

010年にオープンし、現在では年
間約16万人が利用する芦屋市
保健福祉センター。大きく分けて

福祉センター、保健センター、歯科センター
の３つの施設で構成される地域の保健福
祉の拠点。障がいのある人もない人も、高
齢者も子どももみんな笑顔で集える場とし
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て市民に親しまれている。「運動室や介
護予防センター、子育て支援センターのプ
レイルームといった施設の利用とともに、専
門家による講座や相談、健診なども気軽に
活用してもらえれば」と担当者。

　お口の健康をチェック

月4日の「６（む）４（し）」にちな
み、6月4日～10日は「歯と口の
健康週間」。高齢期における

健康や社会性の維持の観点からも「オー
ラルフレイル（口腔機能の低下）」の予防
は重要課題の一つ。芦屋市でも芦屋市歯
科医師会と協力して無料歯科健診が40・
50歳を対象に行われているが、歯科セン
ターでは早期予防の取り組みとして、毎月
第３水曜に市民の方なら誰でも受けられ
る歯の無料相談と健診を実施し、虫歯に
限らず口臭や歯周病の相談にも応じてい

る。また、一般の歯科診療所での治療が
困難な方を対象とした「障がい者（児）歯
科診療」も毎週木曜に実施。その他には、
日・祝・年末年始の診療にも対応し、充実
したサポートを行っている。

芦屋市保健センター
芦屋市呉川町14-9

TEL.0797-31-1586　FAX.0797-31-1018

今、公開講座やボランティア活
動などを通じた大学による地
域への貢献が盛んだ。今年、

学園創設１１１周年を迎えた神戸常盤大
学は、医療・教育のプロフェッショナルを多
く輩出してきた専門性を活かし、「健康づ
くり」で地域の活性化を図っている。
　神戸常盤には、医療検査学科、看護
学科、こども教育学科、口腔保健学科が
あり、学びの実践の場として、毎年秋に

「ＫＯＢＥ ＴＯＫＩＷＡ 健康ふれあいフェ
スタ」を開催。学生が主体となって地域
住民の健康管理をサポートするイベント
で、敷地内すべてを会場とし、体組成測
定や血管年齢測定、動脈硬化診断など、
本格的な健康チェックが行われる。
　同大学がある長田区は高齢化率が
約３２％で神戸市９区中１位、１５歳未満
の子どもは人口の約１０％で同最下位

（同区調べ／2016年）。「少子高齢化
が進む地元の健康づくりを学生の力で
サポートしていきたい」と同大学担当者
は、今後の活動に意気込みを述べた。
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医療・教育のプロを数多く輩出
学生の力で健康づくりをサポート

学校法人玉田学園 

神戸常盤大学
神戸常盤大学短期大学部

KOBE TOKIWA 健康ふれあいフェスタ
10月13日（日）開催

神戸市長田区大谷町2-6-2
受／9時～17時　土日祝休

TEL.078-611-1821
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芦屋市民の健康を守る拠点

定期的な歯の健診も促す

明るく開放感のあるモダン
な建物の奥に位置する歯
科センターでは、歯科医に
よる健診を誰でも気軽に
受けられる。

脳梗塞リハ神戸 〈のうこうそくりはこうべ〉

神戸市中央区元町通３-１-１
メディカルビル翔貴３階
TEL.078-515-6977

　高まる保険外リハビリの需要

戸市内で初となる脳梗塞専
門の保険外リハビリ施設「脳
梗塞リハ神戸」が4月にオープ

ンした。脳梗塞リハビリの専門家である理
学療法士が治療プログラムを組み、鍼灸
師とともにマンツーマンでトレーニングに
取り組む。介護業界で千人以上の利用
者と接してきた同施設代表の瀧裕一郎
さんは「現在の保険制度は、回復期を発
症から１８０日までと定めているため、リハ
ビリに取り組める時間は限られています」
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あきらめない気持ちをサポート

神戸初の保険外リハビリ施設
と話す。「もっとリハビリしたい」「改善をあ
きらめたくない」という声に応え、自費での
リハビリに特化した同施設をオープンす
るに至った。脳梗塞の後遺症に悩む人の
みならず、リハビリをしたい人すべてに対
応している。

　あきらめない気持ちが
　一番大切

レーニングの所要時間は、１回
の来所で２時間半。この時間
は、介護保険の訪問リハビリ

の約３倍、医療保険での病院外来リハ
ビリの約６倍とのこと。また、トレーニングス
ペースは、約100㎡と関西最大級の広さ
となっており、リハビリにとって重要な「時
間」と「場所」の充実を図った。
　プランは１ヵ月１５万円～と、当然ながら
保険内と比べ高額。だからこそ、同施設
は「改善が見られなかった場合は全額

返金」を掲げる。「自費だからこそ、結果
が重要です。我々を含め誰一人、あきら
めない気持ちを大切にしたい」と瀧さん。
神戸から発信する新たなリハビリの形に
期待したい。
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同施設で行うトレーニン
グの種類は100種類以
上。わずかな筋の動きを
増幅させる電気治療器

「アイビス」や、身体をリフ
トで吊り上げた状態で歩
行練習ができる特殊なリ
ハビリ機器を使用。

まや日本人の食卓に欠かせな
い「パン」。毎日食べる人が多
いからこそ、栄養価値や機能

性を訴求したパンにニーズが集まってい
る。特に人気なのが全粒粉入りだ。全粒
粉とは、小麦の粒を丸ごと粉砕し粉にし
たもの。通常では取り除かれる小麦の外
皮（ふすま）や胚芽は、ビタミン・ミネラル・ポ
リフェノール類など、豊富な栄養や機能
性成分を含む。それらを余すことなく摂
取できることが、全粒粉の魅力。中でも、
食物繊維は、通常の小麦粉と比較し約
４・５倍含まれていることから、便秘解消の
効果が期待できると女性のファンが多い。
　御影の食パン専門店「麦麦」は、生地
に全粒粉を100％使用した食パンを新開
発した。全粒粉の独特の味わいは好み
が分かれるため、100％使用は珍しい。機
能性にこだわった背景を尋ねると、「糖質
やカロリーを気にしてパンを食べない方も
います。食べることが健康に繋がる食パ

ンを目指しました」と担当者。同店は、今
後もヘルシー志向のメニュー開発を進め、
パンを通じた地域貢献を進めていく。
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小麦粉の約４.5倍の食物繊維を含む
全粒粉入りの食パンがトレンド

麦麦 神戸本店 〈ばくばく〉

神戸市東灘区御影2-34-20
営／10時～18時　無休
専用駐車場あり

TEL.078-858-8989
https://bakubaku.co.jp/

麦麦の全粒粉入り
の食パンには、栄
養豊富なアマニも
含まれている。６月
１日～７月３１日まで
の期間限定発売。
１・５斤 82０円で販
売予定。

フェスタには学生・系列高
校の生徒が主体となって
参加。健康チェックの他、
炊き出しや屋台の飲食もあ
り、子どもから高齢者まで幅
広い世代が楽しめるイベン
トとなっている。


